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機能の概要
プロセスプロジェクトおよび質問事項向けの Supplier Data API with Pagination の機能強
化
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機能の概要
説明: プロセスプロジェクトおよび質問事項向けの Supplier Data API with Pagination の機能強化

今までの課題

対象ソリューション

SAP Ariba で問題解決

関連情報

主なメリット

前提条件と制限事項

導入の難易度

対象エリア

ハイタッチ

グローバル

SAP Ariba Supplier Lifecycle and Performance

SAP Ariba Supplier Information and Performance 

Management

SAP Ariba Strategic Sourcing Suite

この機能は、該当するソリューションを使用しているすべ
てのお客様に対して自動的に有効になりますが、お客様
が設定する必要があります。

詳細スライドを参照してください。

新しいモジュール式プロセスフレームワークの 2111 リ

リースにより、評価とその他のデータ収集アクティビティ
の両方でモジュール式質問事項を使用する際のお客様
の柔軟性が向上しました。 ただし、この機能を使用でき
るのは、ユーザーインターフェイスからのみでした。 ビジ

ネスプロセスの実現およびコンプライアンスについて新し
い可能性を引き出すために、この機能を API から完全
に使用できる柔軟性が求められていました。

この機能では、バイヤーが新しいモジュール式プロセスフ
レームワークの設定を定義する際、データの取得、データ
の更新、および承認経路の開始を行うために Supplier 

Data API with Pagination でフレームワークを拡張するこ

とにより、柔軟性と創造性を大幅に向上させることができ
ます。

• プロセス詳細、プロセス決定履歴、プロセス受入フォー
ム詳細、および質問事項詳細を取得します。

• プロセスプロジェクトの受入フォーム、およびプロセスプ
ロジェクトに含まれるモジュール式質問事項の有効期
限および期限を更新します。

• API を使用して行われた質問事項更新の承認タスクを
トリガします。

https://connectsupport.ariba.com/sites#item-view&/200015


3CONFIDENTIAL© 2022 SAP SE or an SAP affiliate company.All rights reserved.  ǀ

機能の概要
説明: プロセスプロジェクトおよび質問事項向けの Supplier Data API with Pagination の機能強化

前提条件

▪ SAP Ariba Supplier Information and Performance Management の場合、この機能には「新規アーキテクチャ」が必要です。サ
プライヤ管理プロセスフレームワークは、SAP Ariba Supplier Lifecycle and Performance および SAP Ariba Strategic Sourcing 

Suite でのみ使用可能です。

▪ プロセス受入フォームの回答 (有効期限、有効期限リマインダ、およびその他のカスタマイズした質問を含む) を更新するには、プ
ロセスの状況が決定待ちまたは決定済み (承認済み、条件付きで承認済み、または拒否済み) である必要があります。

▪ モジュール式質問事項の有効期限を更新するには、モジュール式質問事項プロジェクトの状況が承認済みである必要があります。

▪ モジュール式質問事項の期限を更新するには、モジュール式質問事項プロジェクトの状況が進行中である必要があります。

▪ API を使用してプロセス受入フォームを更新する場合、バイヤーは、バイヤーが使用できるのは、編集可能な質問 (これには、商
品分類、地域、または部門の受入フォームフィールドは含まれません) を更新するためのAPI のみです。
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プロセス、受入フォーム、質問事項詳細、および決定履歴を取得する機能

これまで、バイヤーは、プロセス詳細、プロセス決定履歴、および質問事項詳細を表示する場合、サプライヤ 360º プロファイル
に移動する必要がありました。さらに、受入フォーム詳細については、バイヤーがサプライヤ 360º プロファイルで表示できるのは
現在のバージョンに限定されています。

このたび、バイヤーは、Supplier Data API with Pagination を使用して、以下を取得できるようになりました。

プロセス詳細 決定履歴 複数のバージョンにわた

る詳細

機能の概要
説明: プロセスプロジェクトおよび質問事項向けの Supplier Data API with Pagination の機能強化
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含まれている質問事項のプロセス詳細および有効期限と期限を更新する機能

これまで、バイヤーは、サプライヤ 360º プロファイルで、以下の方法でプロセス詳細および有効期限と期限を更新することができました。

▪ バイヤーは、プロセス更新時に受入フォームを更新することができます。意思決定者は、決定状況の作成または更新時に受入フォームを更新する
こともできます。

▪ バイヤーは、モジュール式質問事項の更新を依頼することができ、受信者は更新を提出し、有効期限をリセットすることができます。
▪ バイヤーは、モジュール式質問事項が終了する前に、モジュール式質問事項を再送信して期限をリセットすることができます。

このたび、バイヤーは、Supplier Data API with Pagination のエンドポイントを使用して、プロセスプロジェクトの受入フォーム、およびプロセスプロ
ジェクトに含まれているモジュール式質問事項の有効期限と期限を更新できるようになりました。

有効期限の更新

1. /questionnaires/{questionnaireId} を使用して、モジュール式質問事項の有効期限または期限を
更新します。

回答の更新

1. /processes エンドポイントを使用して、サプライヤのすべてのワークスペース ID を取得します。

2. /processes/{wid} エンドポイントを使用して、特定のプロセス受入フォームのドキュメント ID を取得し
ます。

3. 要求本文でバージョン ID を指定せずに、/versions エンドポイントを使用して、最新バージョンの受
入フォーム詳細を要求します。 時間を遡るため、返されたバージョン ID に基づいて、受入フォームに
含まれるバージョン数を把握することができます。

4. /answers エンドポイントを使用して、受入フォームの documentId (質問事項の場合) および KI_ID 

(更新対象の特定の質問の場合) を渡して受入フォームの回答を更新します。

5. 更新が終了すると、新しいバージョンのプロセス受入フォームが作成され、UI に表示されます。

{

"answers": 

[{

"externalSystemCorrelationId":"KI_10984163",

"answer": “sample updated answer response"

}]

}

{

"dueDate": "01/21/2023",

"expiryDate": "03/29/2023",

"comment": "sample updated ExpiryDate"

}

有効期限の更新例

回答の更新例

機能の概要
説明: プロセスプロジェクトおよび質問事項向けの Supplier Data API with Pagination の機能強化
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モジュール式質問事項に対するAPI 更新の承認タスクをトリガする機能

Supplier Data API with Pagination の /answers エンドポイントを使用して、モジュール式質問事項の回答を更新することができます。
これまで、このような更新では、質問事項に対する承認タスクがトリガされませんでした。そのため、承認者がAPI ベースの更新を承
認または却下する方法がありませんでした。

この機能により、/answersエンドポイントに対する POST操作の JSON要求本文に、新しいブール型属性 triggerApproveが導入され
ます。true を指定すると、要求で回答が POST されたモジュール式質問事項に対する承認タスクがトリガされます。API 更新によっ
てモジュール式質問事項に対する承認タスクがトリガされると、状況が [承認待ち] に変更され、SAP Ariba の設定済み承認経路ま
たは外部承認プロセスが開始されます。

triggerApproveが falseの場合、または、この属性が要求に含まれていない場合、指定された回答が要求によって自動的に更新され、
承認タスクは開始されません。

以下の例は、新しい triggerApprove を含む要求本文を示しています。

機能の概要
説明: プロセスプロジェクトおよび質問事項向けの Supplier Data API with Pagination の機能強化
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